
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

離島 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

新上五島町循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和6年11月26日

新上五島町（離島、全部過疎）

新上五島町

２１３．９９Ｋ㎡

１６，８１２人

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

令和7年4月1日

令和12年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

　長崎県では、循環型社会の形成を推進し、焼却処理や最終処分を行うごみの削減に努めるとともに、ご
み処理の広域化により、地域の社会性や地理的特性を考慮したうえで、処理機能が安定した施設規模の全
連続式焼却施設における熱回収を行うことを基本とした焼却施設の整備を図り、併せて高度な排ガス処理
設備や焼却灰の溶融固化施設等の整備などをもって、ダイオキシン類の排出削減を図り、生活環境の保全
や効率的な廃棄物処理の実現を目指し、長崎県ごみ処理広域化計画を策定している。
　その中で本町は、上五島ブロックとして位置づけされており、小値賀町と本町で焼却施設は２施設とさ
れているが、小値賀町のごみ焼却施設が老朽化により稼働ができない状況となり、令和５年度より小値賀
町の可燃ごみを本町のごみ焼却施設に搬入し処理を行っている。
　本町のごみ焼却施設については、長寿命化計画の中で令和１５年度までの稼働を計画している。令和１
５年度以降の処理については、現在、西九州させぼ広域都市圏連携事業の中で、ごみの広域処理に関する
研究会が実施されており、その結果を踏まえて、本土地区の市町を含んでの広域化処理、既存施設の基幹
改良、本町のみでの新設、小値賀町との共同での新設について運搬方法等も勘案しつつ、検討を行ってい
く。

長崎県ごみ処理広域化計画

新上五島町（全域）

令和１０年度

①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

面積・地形等の物理的条件による絞り込みを行い、公園、グランド、公民館廃
棄物処理施設、港湾等公有地に設定する。公有地で確保できない場合は、私有
地も検討する。

新上五島町災害廃棄物処理計画

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和12年度 現状比

16,812 12,965 -22.9%

742 670 -9.7%

9,130 7,042 -22.9%

1,367 1,159 -15.2%

　その他排出量（トン） 0 0 0

　⑤総排出量（トン） 9,872 7,712 -21.9%

1,604 1,630 1.6%

　再生利用量 786 1,698 116.0%

8% 22%

　最終処分量 2,121 1,908 -10.0%

21% 25%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 124 123

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・ごみ焼却施設では温水の場内利用を行っている。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

9,872 t
リサイクル率

8.0%

処理残さ量

1,850 t
排出量 計画処理 18.7%

9,872 t
100.0% 減量化量

6,965 t
自家処理量 70.6% 最終処分量

2,121 t
21.5%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

7,712 t
リサイクル率

22.0%

処理残さ量

2,655 t
排出量 計画処理 34.4%

7,712 t
100.0% 減量化量

4,106 t
自家処理量 53.2% 最終処分量

0 t 1,908 t
24.7%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

1,698 t

1,057 t

12.3%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

1,698 t0 t

0 t

0 t 786 t

9,872 t
8,815 t 1,064 t

0 t

0 t

直接資源化量

7,712 t
957 t

22.0%

12.4%

0.0%

87.7%
6,761 t

951 t

10.7%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

786 t
8.0%

89.3%

0.0%

10.8%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

（１）の処理体制で処理を行うため、表３－Ｅのとおり、必要な施設整備を行う。また、参考として現有
施設の一覧を表５で示す。

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
　現在、資源ごみとして、缶類、びん類、ペットボトル、発泡スチロール類、紙類を分別収集している。
当面は現在の分別区分を維持するが、令和１０年度より容器包装プラスチック、プラスチック使用製品廃
棄物の分別収集を開始する。燃やせるごみや燃やせないごみにこれら資源ごみの混入が見られることか
ら、分別の徹底を図ることにより資源化率の向上を目指す。
　また、本地域の最終処分場については、残余容量が少なくなっているため、一般廃棄物最終処分場の早
期整備を図り、ごみの適正かつ安定的な処理体制を構築する。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

　今後も、生活系ごみの分別区分に準じ、収集、処理、処分を行う。
　事業系ごみは横ばい傾向となっているため、今後も排出抑制や分別排出に努めるよう各事業者に普及啓
発を図る。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　現状で産業廃棄物の処理を行っておらず、今後も産業廃棄物の処理は行わない。
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表２　新上五島地域の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

燃やせるご
み

焼却
クリーンセ
ンター

燃やせるご
み

焼却 埋立
クリーンセ
ンター

（仮称）新上五
島町一般廃棄物
最終処分場

燃やせない
ごみ

選別
資源化
埋立

リサイクル
プラザ

燃やせない
ごみ

選別・破砕
資源化・埋
立

リサイクル
プラザ

（仮称）新上五
島町一般廃棄物
最終処分場

缶類 資源化
リサイクル
プラザ

缶類 選別・圧縮 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

びん類 資源化
リサイクル
プラザ

びん類 選別・圧縮 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

ペットボト
ル

資源化
リサイクル
プラザ

ペットボト
ル

選別・圧縮 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

発泡スチ
ロール類

資源化
リサイクル
プラザ

発泡スチ
ロール類

選別・溶融 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

段ボール、
新聞紙、折
込チラシ

資源化
リサイクル
プラザ

段ボール、
新聞紙、折
込チラシ

選別・圧縮 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

粗大ごみ
（不燃性）

破砕
選別
資源化
埋立

破砕処理セン
ター
リサイクルプラ
ザ

粗大ごみ
（不燃性）

破砕・選別
資源化・埋
立

破砕処理セン
ター
リサイクルプラ
ザ

（仮称）新上五
島町一般廃棄物
最終処分場

粗大ごみ
（可燃性）

選別
資源化
焼却

破砕処理セン
ター
リサイクルプラ
ザ

粗大ごみ
（可燃性）

破砕・選別
資源化・焼
却

破砕処理セン
ター
リサイクルプラ
ザ

クリーンセ
ンター

容器包装プ
ラスチック

選別・圧縮 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

プラスチッ
ク使用製品
廃棄物

選別・破砕 資源化
リサイクル
プラザ

資源化

現　　　状（令和５年度） 今　　　後（令和１２年度）

新上五島町
分別区分 処理方法

処理施設等

8 



表３－Ｅ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 1

施設名称
（仮称）新上五島町一
般廃棄物最終処分場

事業主体 新上五島町

工種 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

本地域の最終処分場につ
いては、残余容量が少な
くなっているため、一般
廃棄物最終処分場の早期
整備を図り、ごみの適正
かつ安定的な処理体制を
構築するため。

埋立て場所 山面

型式及び処理方式 管理型

処分場総面積 約25,000㎡

処分場埋立面積 約5,300㎡

処分場埋立容積 約35,700㎥

事業期間 令和4年度～令和7年度

竣工（事業完了）予定年月 令和4年度～令和7年度

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

新上五島町網上郷字
熊高地内

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深１ｍ

浸水対策
施設は浸水深より高
い位置に建設するよ

うにしている。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 ○

埋立期間 15年

埋立開始（予定）年月 令和８年４月

埋立終了（予定）年月 令和２３年３月

跡地利用計画
公園・緑地等（検討

中）

備考

9 



表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設
マテリアルリサイ
クル推進施設

マテリアルリサイ
クル推進施設

最終処分場 最終処分場 最終処分場
汚泥再生処理セン
ター

施設名 新上五島町クリーンセン
ター・ごみ焼却施設

新上五島町クリーンセン
ター・リサイクルプラザ

新上五島町有川廃棄物破
砕処理センター

上五島一般廃棄物
最終処分場

有川一般廃棄物最
終処分場

奈良尾一般廃棄物
最終処分場

汚泥再生処理セン
ター

施設所有主体 新上五島町 新上五島町 新上五島町 新上五島町 新上五島町 新上五島町 新上五島町

型式及び処理方式 バッチ式焼却炉 破砕・選別・梱包 破砕・選別 管理型 管理型 管理型 高負荷膜

処理能力（単位） 40ｔ/日
13.5ｔ/日（破砕）

8.0ｔ/日（選別・梱包） 25ｔ/日 13,060㎥ 13,065㎥ 6,713㎥
69.0㎘/日
3.0ｔ/日

エネルギー回収の有無 有 無 無 無 無 無 有

竣工年月 平成14年12月 平成14年4月 平成11年3月 平成14年4月 平成13年4月 平成18年4月 平成14年4月

廃止又は休止（予定）年月 継続使用 継続使用 継続使用 令和１０年３月 令和１０年３月 令和７年１月 継続使用

施設所在地
新上五島町網上郷
813番地8

新上五島町鯛ノ浦
郷5番地170

新上五島町七目郷
747番地内

新上五島町網上郷
834番地

新上五島町東神ノ
浦郷252番地57他

新上五島町奈良尾
郷79番地4

新上五島町鯛ノ浦
郷5番地170

想定される浸水深 浸水深１ｍ - - 浸水深１ｍ - - -

浸水対策
施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1 1 1

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別
コミュニティプラ

ント

施設名
浦浜地域し尿処理
施設

施設所有主体 新上五島町

型式及び処理方式 接触ばっ気

処理能力（単位） 200㎥/日

エネルギー回収の有無 無

竣工年月 平成1年4月

廃止又は休止（予定）年月 継続使用

施設所在地
新上五島町浦桑郷
1402番地

想定される浸水深 ー

浸水対策
施設は浸水深より
高い位置に整備さ
れている。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和5年度 目標　: 令和12年度

人口 構成比 人口 構成比

0 0.0% 0 0.0%

230 1.4% 230 1.8%

6,510 38.7% 7,069 54.5%

6,740 40.1% 7,299 56.3%

117 0.7% 101 0.8%

9,955 59.2% 5,565 42.9%

10,072 59.9% 5,666 43.7%

16,812 100.0% 12,965 100.0%

19,513 10,977

4,445 4,814

23,958 15,791

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

　令和５年度生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は表６のとおりである。
　生活排水処理対象人口は、総人口が16,812人であり、汚水処理人口は6,740人、汚水処理人口普及率は
40.1％である。
　し尿発生量は19,513㎘/年、浄化槽汚泥発生量は、4,445㎘/年であり、処理・処分量（＝収集運搬量）
は23,958㎘/年である。
　生活排水処理については、表6に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

　合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 2

事業主体 新上五島町

事業名称 浄化槽設置整備事業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和５年度）
16基

処理人口（人） 175人

整備計画

整備計画基数（基） 91基

整備計画人口（人） 559人

事業期間
令和7年度～令和11年

度

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

新上五島町国土強靭
化地域計画

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

〇廃棄物排出抑制等に関する意識の高揚
　広報紙等を通じ、住民、事業者に対し、ごみ排出量、処理経費などを示し、リサイクル推進の必要性に
ついて意識高揚を図る。
〇学習の場の提供
　あらゆる年代を対象とする副読本等を活用した環境教育の充実
〇その他の啓発活動
　町広報紙、ホームページ、ＬＩＮＥを積極的に活用した啓発活動
〇商工会等と連携して、消費者のマイバッグ島の持参に係る普及啓発活動を行い、レジ袋の削減につなげ
る。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

令和１０年度より、容器包装プラスチック、プラスチック使用製品廃棄物の分別収集を開始し、指定法人
ルートを活用し資源化を図る。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　本地域では、収集ごみのうち燃やせるごみ、燃やせないごみ、粗大ごみについては、指定袋又は粗大ご
み処理券による、直接搬入ごみについては従量制（40円/10㎏）による有料化を行っている。
　資源ごみは分別推進を目的に、指定袋及び搬入による料金徴収は行っていない。
　今後は、生活系ごみは処理手数料の見直しなどについて他自治体の状況を調査し、事業系ごみは再利用
やリサイクルへの誘導を促進することにより排出を抑制する。

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　現在、有害ごみとして分別収集を実施している。また、小型家電製品に含まれているリチウム蓄電池に
ついては、リイサイクルプラザにて手選別にて分別し、処理事業者に引き渡している。
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　今後も、生活系ごみの分別区分に準じ、収集、処理、処分を行う。排出抑制や分別排出に努めるよう各
事業者に普及啓発を図る。

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

災害廃棄物の処理に関しては、令和１年１１月に策定した新上五島町災害廃棄物処理計画に基づき災害廃
棄物の処理を行う。
また、西九州させぼ広域都市圏連携事業の中で、圏域での災害発生時におけるごみ処理相互支援の実施に
ついての検討を行っていく。

仮置場面積・・・地形等の物理的条件による絞り込みを行い、公園、グランド、公民館廃棄物処理施設、
港湾等公有地に設定する。公有地で確保できない場合は、私有地も検討する。

　　キ　生活排水対策

　発生源である各家庭のトイレからの排水や台所、風呂、洗濯機からの生活雑排水に意識を傾け、以下に
ついて住民の生活排水に対する意識啓発と実践活動の促進を図る。
〇調理屑等の適正処理
　流しには、三角コーナーや目の細かいストレーナーなどをつけ、調理くずや食べ残しを流さないように
する。
〇廃食用湯の適正処理
　廃食用油は、廃油ポットの利用や古新聞などに吸い込ませるなどする。
〇洗濯時の対策
　洗剤は、無リン洗剤、石鹸を使用し、適正な分量を使用する。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　新上五島町は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、長崎県
及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
　なお、計画の進捗状況や社会啓勢情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。

17 



総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

2,853,743 0 2,359,909 0 0 0 0 0 0

1 新上五島町
約

35,700
㎥ Ｒ4 Ｒ7 Ｒ4 Ｒ6 2,853,743 0 2,359,909 0 0 0 0 0 0

令和7年度の整備費については、令和6年度
の明許繰越が対象のため、総事業費も0千円
となる。

50,085 50,085 12,339 12,339 8,469 8,469 8,469

2 新上五島町 Ｒ7 Ｒ11 Ｒ7 Ｒ11 50,085 50,085 12,339 12,339 8,469 8,469 8,469

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

91 基 50,085 50,085 12,339 12,339 8,469 8,469 8,469

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

2,853,743 50,085 2,359,909 50,085 12,339 12,339 8,469 8,469 8,469

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

内
訳

合     　　計

施　設　名　称　等

適正な最終処分のための整備事業

最終処分場設置

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考
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一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

①総人口（人） 18,201 17,736 17,320 16,812 15,924 15,017 14,607 14,197 13,787 13,377 12,965

②事業系ごみ排出量
（トン）

810 753 732 742 739 724 721 709 708 695 670

③生活系ごみ排出量
（トン）

9,669 9,353 9,201 9,130 8,648 8,156 7,933 7,710 7,488 7,265 7,042

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

1,345 1,332 1,340 1,367 1,367 1,365 1,363 1,357 1,158 1,154 1,159

その他排出量
（トン）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤総排出量
（トン）

10,479 10,106 9,933 9,872 9,387 8,880 8,654 8,419 8,196 7,960 7,712

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

1,577 1,561 1,571 1,604 1,615 1,620 1,623 1,620 1,629 1,630 1,630

⑦総資源化量
（トン）

795 788 800 786 769 737 726 716 1,814 1,777 1,698

⑧埋立最終処分量
（トン）

2,620 2,565 2,045 2,121 2,065 2,025 2,016 2,021 2,008 1,990 1,908

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

732 730 730 721 705 676 666 657 1,663 1,629 1,557

年間日数
（日）

365 365 365 366 365 365 365 366 365 365 365

指標・単位

過去の状況・現状 予測
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

9,669 9,353 9,201 9,130 8,648 8,156 7,933 7,710 7,488 7,265 7,042 

810 
753 732 742 

739 
724 721 709 708 695 670 

10,479 10,106 9,933 9,872 
9,387 8,880 8,654 8,419 8,196 7,960 7,712 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

795 788 800 786 769 737 726 716 

1,814 1,777 1,698 

2,620 2,565 

2,045 2,121 2,065 2,025 2,016 2,021 2,008 1,990 1,908 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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18,201 17,736 17,320 16,812 
15,924 

15,017 14,607 14,197 13,787 13,377 12,965 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

1,345 1,332 1,340 1,367 1,367 1,365 1,363 1,357 

1,158 1,154 1,159 

1,577 1,561 1,571 1,604 1,615 1,620 1,623 1,620 1,629 1,630 1,630 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

総人口（人） 18,201 17,736 17,320 16,812 15,924 15,017 14,607 14,197 13,787 13,377 12,965

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

238 233 241 230 233 232 232 231 231 231 230

1.3% 1.3% 1.4% 1.4% 1.5% 1.5% 1.6% 1.6% 1.7% 1.7% 1.8%

5,866 5,959 6,116 6,510 6,653 6,796 6,899 6,935 6,971 7,007 7,069

32.2% 33.6% 35.3% 38.7% 41.8% 45.3% 47.2% 48.8% 50.6% 52.4% 54.5%

未処理人口（人） 12,097 11,544 10,963 10,072 9,038 7,989 7,476 7,031 6,585 6,139 5,666汚水未処理人口

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

公共下水道（人）
汚水処理人口
汚水処理人口普及率

過去の状況・現状 予測

集落排水施設等（人）
汚水処理人口
汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水処理人口
汚水処理人口普及率

12,097 11,544 10,963 10,072
9,038

7,989 7,476 7,031 6,585 6,139 5,666

5,866
5,959

6,116
6,510

6,653
6,796

6,899 6,935 6,971 7,007 7,069

238 233 241
230

233
232 232 231 231 231 230

0
0 0

0
0

0 0 0 0 0 0

18,201 17,736 17,320
16,812 15,924

15,017 14,607 14,197 13,787 13,377 12,965

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等

（人）

未処理人口（人）
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1.対象地域図

t■

Ⅲ

的

Ｂ

0

攀

催
禅
拭

催
騒
襲

浄
暉
三
営
嫌
欅

哲
賦
連
調

営
呻
曜標

理
欄

鸞
韓
埋
飾
昭
堪
幸

督
翼
喧
Ｈ
引
準



地域内の施設の現況と予定（位置図）

新上五島町網上郷813番地8

ごみ焼却施設（40ｔ/日）

新上五島町網上郷834番地他

上五島一般廃棄物最終処分場（13,060㎥）

（整備予定施設）

（仮称）新上五島町一般廃棄物最終

処分場（埋立地容量：約35,700㎥）

新上五島町東神ノ浦郷252番地57他

有川一般廃棄物最終処分場（13,065㎥）新上五島町奈良尾郷79番地4

奈良尾一般廃棄物最終処分場（6,713㎥）

新上五島町浦桑郷1402番地

浦浜地域し尿処理施設（200㎥/日）
（浦浜地区以外は浄化槽を整備）

新上五島町七目郷747番地内

有川廃棄物破砕処理センター（25ｔ/日）

新上五島町鯛ノ浦郷5番地170

リイサクルプラザ（13.5ｔ/日、8.0ｔ/日）

汚泥再生処理センター

（し尿・浄化槽汚泥 69.0㎘/日、生ご

み3.0ｔ/日）



浄化槽整備区域図
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個人設置型浄化槽










